
米子工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 ディジタル信号処理
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 専攻科 生産システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 萩原将文著，ディジタル信号処理（第2班），森北出版，2014．
担当教員 河野 清尊
到達目標
本科目は，本校教育目標の「A．技術者としての基礎力」を養う科目である．工学への「基礎力」を養うために，ディジタル信号処理に関して次
の内容を理解すること．
(1) ディジタル信号処理の特徴を説明できる．
(2) 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換について説明できる．
(3) ＭＡＴＬＡＢを用いた音声・画像・通信信号処理のプログラムを作成することができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 ディジタル信号処理の特徴を説明
できる．

ディジタル信号処理の特徴をある
程度説明できる．

ディジタル信号処理の特徴を説明
できない．

評価項目2
離散時間システム，離散フーリエ
変換およびz変換について説明でき
る．

離散時間システム，離散フーリエ
変換およびz変換についてある程度
説明できる．

離散時間システム，離散フーリエ
変換およびz変換について説明でき
ない．

評価項目3
ＭＡＴＬＡＢを用いた音声・画像
・通信信号処理のプログラムを作
成することができる．

ＭＡＴＬＡＢを用いた音声・画像
・通信信号処理のプログラムをあ
る程度作成することができる．

ＭＡＴＬＡＢを用いた音声・画像
・通信信号処理のプログラムを作
成することができない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-4
JABEE d1
教育方法等

概要

現在，ディジタル信号処理は，音声，画像，通信，計測，医用電子，メカトロニクスなど多くの分野に必要不可欠の技
術になっている．乗算器と加算器，それに遅延器というごく基本的な要素から成り立ち，演算精度・再現性，適応信号
処理への拡張，ソフトウェアとの親和性，誤り制御・暗号化技術の援用などの特徴を有している．
本科目では，ディジタル信号処理の基礎となるＡ／Ｄ変換とＤ／Ａ変換，離散時間システムと離散フーリエ変換・z変換
，ディジタルフィルタの原理と特性，統計的信号処理等について講義を行うとともに，ＭＡＴＬＡＢを用いた音声，画
像，通信信号処理の演習を行う． この科目は，企業でマイコンソフトウェア開発環境および基本ソフトウェア
（OS，UNIX）の開発を担当していた教員が，その経験を活かし，計算機システムのハードウェア，ソフトウェア，プロ
グラミング，信号処理等について講義形式で授業を行うものである．

授業の進め方・方法

前半は，座学を中心にした講義を行い，必要に応じて課題を課すので提出すること．後半は，ＭＡＴＬＡＢを用いたデ
ィジタル信号処理の演習を実施する．演習は，前期に実施する生産システム工学特別実験「MATLAB/Simulinkを使った
ディジタル信号処理」とリンクして実施する．試験は，前半の講義内容について実施する．後半の演習についてはレポ
ートを提出すること．とにかく，積極的に授業に参加することが肝要である.なお，授業日の放課後17時までをオフィス
アワーとするので，質問などがある場合には河野研究室まで来ること．

注意点

次のような自学自習を60時間以上行うこと．
・授業内容を理解するため，教科書およびあらかじめ配布したプリントで予習する．
・授業内容の理解を深めるため復習を行う．
・毎週ないしは隔週で課題を与えるので，レポートを作成し提出する．
・定期試験の準備を行う．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス，ディジタル信号処理の特徴 ディジタル信号処理の特徴を説明できる．
2週 Ａ／Ｄ変換，Ｄ／Ａ変換 ディジタル信号処理の特徴を説明できる．

3週 離散時間システム：概要 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換につ
いて説明できる．

4週 離散時間システム：周波数特性 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換につ
いて説明できる．

5週 離散時間システム：離散フーリエ変換 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換につ
いて説明できる．

6週 離散時間システム：z変換 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換につ
いて説明できる．

7週 離散時間システム：逆ｚ変換 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換につ
いて説明できる．

8週 離散時間システム：演習 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換につ
いて説明できる．

4thQ

9週 伝達関数と回路 ディジタル信号処理の特徴を説明できる．
10週 ディジタルフィルタの原理と特性 ディジタル信号処理の特徴を説明できる．
11週 統計的信号処理 ディジタル信号処理の特徴を説明できる．
12週 演習 ディジタル信号処理の特徴を説明できる．

13週 ＭＡＴＬＡＢを用いた信号処理（演習） ＭＡＴＬＡＢを用いた音声・画像・通信信号処理のプ
ログラムを作成することができる．

14週 ＭＡＴＬＡＢを用いた信号処理（演習） ＭＡＴＬＡＢを用いた音声・画像・通信信号処理のプ
ログラムを作成することができる．

15週 ＭＡＴＬＡＢを用いた信号処理（演習） ＭＡＴＬＡＢを用いた音声・画像・通信信号処理のプ
ログラムを作成することができる．

16週 期末試験
(1) ディジタル信号処理の特徴を説明できる．
(2) 離散時間システム，離散フーリエ変換およびz変換
について説明できる．



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 40 35 0 5 0 20 100
基礎的能力 40 35 0 5 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


